
「良い」レポートの書き方
博士後期1年 布村猛

※本資料は2017年6月に行われた「レポートガイダンス」で使用した資料です。
口頭で補足しながら説明するために作成したものなので、資料を見ただけで
はわかりにくい点もあるかと思います。そのような場合は是非相談デスクに
いらしてください。
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良いレポートとは？

論理的な文章
新たな知見

↓
学術的な価値がある

内容が良い

正しい引用
読みやすい文章

↓
ルールを守っている

体裁が良い

＜
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体裁の良いレポートの条件

引用

図・表の
挿入

パラグラフ
構成

段組み
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違う方法を習ったのだが？

相談デスクにいってみたら？？？

17：50

既読

17：50

レポート・論文のルールは業界によって様々です。
①自分と専門の近いLCのいる時間帯に質問に行く
②参考文献の引用の方法を真似する
のが確実です。
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引用のルール

•単著の本・論文
•複数著者
•Webサイト
•Wiki

片山晴一・福田翔・藤井嘉章（2014）「大学生のためのアカデミックライ
ティング」
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単著の本・論文から引用する

山本氏は「原発はやばい。まじやばい。」～

「原発はやばい。まじやばい。」（山本,2017:12）
山本(2017:12)は「原発はやばい、まじやばい」とその
危険性について指摘している。

（著者名,出版年：ページ）
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長い文を引用するとき

クリーンエネルギーとは、B（2016）によると、

「太陽光、風力、波力・潮力、流水・潮汐、地熱、バイオマス等、自然の力で定常
的（もしくは反復的）に補充されるエネルギー資源より導かれ[7][8]、発電、給湯、
冷暖房、輸送、燃料等、エネルギー需要形態全般にわたって用いる[7][9]。電力
系統はスマートグリッドが主流となりつつある。」（B,2016：12）

と紹介されている。

スペース

スペース

引用（ポイント-1、
イタリック）
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参考文献リストを作る

山本「原発、やめとけ」

山本元喜（2017）『原発、やめとけ』ハツラツ書房

著者名 出版年 書籍名 出版社
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参考文献リストを作る（複数著者）

河野俊之（2012）「-タスク-日本語教育と音声」河野俊之・小河原義郎
（編）水谷修（監）『日本語教育学の過去・未来・現在 第四巻音声』ひ
つじ書房 p.1-p.22

章の著者（出版年）「章のタイトル」編者（編）『書籍名』出版社ページ

複数名いる場合は、全員挙げる
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参考文献リストを作る（Web）

文部科学省（2012）「学校基本調査」
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kih
on/1267995.htm
（最終閲覧日：2017.5.11）

※最終閲覧日

調査実施年

調査名※サイト名・製作者名
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Wikipediaは注釈を見る

•注釈に参考文献！



表（＝グラフ）の挿入
表1：原発の危険意識についての国際比較

出典：IAEA（2015）

① タイトルを上に

② 出典を下に（右揃え）。

③ 筆者が手を加えた場合
「IAEA（2015）を参考に作成」
「 IAEA（2015） を筆者一部修正」
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図の挿入

① タイトルを下に

② 出典を下に（右揃え）。

③ 筆者が手を加えた場合

「IAEA（2015）を参考に作成」
「 IAEA（2015） を筆者一部修正」

図1：原発の仕組み 出典：IAEA（2015）
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図・表挿入時の注意

•印刷は白黒！
•紙は画面より小さい

•表は上！図は下！
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タイトルと名前

• タイトル：中央揃え（ctrl+e）、本文より大きな字
•名前：右端揃え(ctrl+r)、頭に学籍番号
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章・節

•ゴシック体（太字はNG！！！）
•前の章と一行開ける
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本文（基本は初期設定！！！）

フォント ポイント

日本語 MS明朝体
10.5

英語・数字
Times	New	
Roman
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ヘッダー

•上の余白をダブルクリック→提出日、授業名を入れる
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ページ数を入れる

•余白をダブルクリック→ページ番号
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パラグラフ構成

主題文（Topic sentence）: この章・節で何をい言いたいか

結論（Concluding sentence）: この章：節で何を話したか

根拠（Supporting sentence）: 引用など

根拠（Supporting sentence）: 図・表など

根拠（Supporting sentence）:
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1文は長くなりすぎないように

私達は毎日大量の電力を消費しており、電力の供給が不安定になる
ことは、私たちは生活に大きな悪影響を及ぼすと考えられるが、クリー
ンエネルギーは自然の力を使って発電するものであり、環境にやさし
いものではあるが、天候などに大きく左右され、常に安定した電力を
供給することはできないので、クリーンエネルギーはリスクが大きい。

クリーンエネルギーは自然の力を使って発電するものであり、環境に
やさしいものではあるが、天候などに大きく左右され、常に安定した電
力を供給することはできない。私達は毎日大量の電力を消費しており、
電力の供給が不安定になることは、私たちは生活に大きな悪影響を
及ぼすと考えられる。ゆえに、クリーンエネルギーのみに頼ることはリ
スクが大きいと言える。
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レポートの参考文献の参考文献

•片山晴一・福田翔・藤井嘉章（2014）「大学生のためのアカデミックラ
イティング」
（http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/mkeiko/wordpress/wp-
content/uploads/2014/05/0e2f4bde9ee2a5213a23f5cf8aabfe27.pdf）
最終閲覧日：2017.06.02
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引用おすすめツール

•藤田節子「『引用・参考文献の書き方』作成テンプレート」
http://inyo.nichigai.co.jp/

•藤田節子（2009）『レポート・論文作成のための引用・参考文献の書
き方』日外アソシエーツ

23


